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今回のねらい

大きな目標は
1 たくさんの「資本」が、
2 「競争」を通して、
3 社会全体の「再生産」を続けてゆく
今日は、前回の「財務諸表」の解説を前提に

資本は「利潤率」の最大化を求めて競争する。
この利潤率には

1 粗利潤率
2 純利潤率

の区別があること。
簡単な数値例で、利潤率の計算をすること。
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費用価格

定義 1 (費用価格)

1単位を生産するに必要な費用 prime cost

「必要な」というのは？
生産技術 によって確定しているという意味

費用価格 = prime cost = 原価
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流通費用

定義 2 (流通費用)

売買で支出される費用


運輸費
保管費

純粋な流通費用
{
計理費・出納費など
宣伝費・調査費など

1単位を売るのに必要な費用は、技術的にきまらない。
たとえば、単位期間の保管費（技術的確定性）×保管期間（不確定）
事後的に計算するほかない費用 overhead cost
同じ「費用」ではあるが、費用価格と流通費用をはっきり区別する
ことが重要。
「流通費用」≑「販売費及び一般管理費」（損益計算書にでてくる）。
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売上高と利潤

費用価格と流通費用では、回収のしかたに差がでてくる。
定義 3

売上総額 = 販売価格 ×販売量
費用価格総額 = 費用価格 ×販売量

粗利潤（売上総利益） = 売上総額 −費用価格総額

= 1単位あたりの利益（マージン） × 販売量

定義 4

純利潤 = 粗利潤 − 流通費用総額
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粗利潤率と純利潤率

粗利潤率：生産の要因だけを反映した利潤率

R =
粗利潤
生産資本

=
粗利潤

流動資本 +固定資本

純利潤率：生産と流通の両方の要因を反映した利潤率

r =
純利潤

生産資本 +流通資本
=

粗利潤 −流通費用
流動資本 +固定資本 +流通資本

定理 1

R > r
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産業資本の特徴

1 共通の生産技術が支配する生産過程と、個別的・偶然的に変動する流通過程を抱え
ている。

2 生産のために、①原材料や労働力だけではなく、②工場設備や機械類などなどにも
資本の投下が必要。

3 ①は、生産を通じてすべて生産物に変わる。これに投下された資本を 流動資本 と
よぶ。

4 ②は、多数の生産物の生産に使われる。これに投下される資本を 固定資本 とよぶ。

5 産業資本では、多額の固定資本を必要とする。
6 生産物が売れず、費用価格が貨幣のかたちで回収されないと、生産が休止。
7 生産を休止すると、固定資本が遊んでしまう。
8 すぐに売れなくても生産さんが継続できるように、貨幣を準備。
9 この貨幣は、売れないと商品在庫に、在庫が売れれば貨幣に変わる。バッファの
役割。

10 流通過程に貨幣ないし在庫のかたちで投下された資本を 流通資本 とよぶ。
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産業資本からの抽象化

産業資本による社会的分業の編成の本質を明らかにするために、ひ
とまず流通過程をシャットアウトして考える。

1 流通資本が存在しない（商品は即座に売れる）
2 流通費用も必要ない
3 固定資本が存在しない（計算を簡単にするため）
無数の資本が存在するが、これを２つで代表させる。
すると、前学期に考えてきた小麦と鉄の「社会的再生産」に重なる。
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社会的再生産（復習）

6kg 4kg 6時間 20kg+ +

8kg 4kg 4時間 20kg+ +

14kg

8kg

純生産物
(6kg, 12kg)

ボックスP 生活過程
(5kg, 5kg)

10時間

ボックスQ 剰余生産物(1kg, 7kg)
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二つの生産部門

形式１

小麦6kg + 鉄4kg + 労働6時間 −→ 小麦20kg
小麦8kg + 鉄4kg + 労働4時間 −→ 鉄20kg

小麦5kg,鉄5kgd ⃝d労働10時間

計算を簡単にするために、形式１の鉄部門と小麦部門は、同じ期間
の投入と産出の関係を示すものと仮定する（「生産期間」が同一）。
これまでの前提（流通費用や流通資本が存在しない）から、「粗利潤
率」と「純利潤率」は同じになる。
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価格と利潤率

問題

1 小麦1kg = 90円,鉄1kg = 110円のとき、小麦を生産する産業資本の
利潤率、鉄を生産する産業資本の利潤率は、それぞれ何パーセント
になるか？

2 小麦1kg = 110円,鉄1kg = 90円のとき、小麦を生産する産業資本の
利潤率、鉄を生産する産業資本の利潤率は、それぞれ何パーセント
になるか？

宿題にします。ヒント：[1]のとき（[2]にときも同じ）の時給は

(90円 × 5時間 + 110円 × 5時間) ÷ 10時間 = 100円
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価格と利潤率

解答：[1]小麦90円、鉄110円のとき

1 時給はいくらになるか？

(90円 × 5時間 + 110円 × 5時間) ÷ 10時間 = 100円

2 小麦20kgの費用価格はいくらになるか？

90円 × 6kg + 110円 × 4kg + 100円 × 6時間 = 1580円

3 小麦20kgの販売価格はいくらになるか？90円 × 20kg = 1800円

4 小麦20kgの粗利潤はいくらになるか？1800円 − 1580円 = 220円

5 小麦部門の利潤率はいくらになるか。220円 ÷ 1580円 × 100 ≒ 14%
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価格と利潤率

解答：[1]小麦80円、鉄120円のとき

1 鉄20kgの費用価格はいくらになるか？

90円 × 8kg + 110円 × 4kg + 100円 × 4時間 = 1560円

2 鉄20kgの販売価格はいくらになるか？110円 × 20kg = 2200円

3 鉄20kgの粗利潤はいくらになるか？2200円 − 1560円 = 640円

4 鉄部門の利潤率はいくらになるか。640円 ÷ 1560円 × 100 ≒ 41%

5 どちらの部門が有利か？
鉄生産部門
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価格と利潤率

解答：[2]小麦110円、鉄90円のとき

1 時給はいくらになるか？

(110円 × 5時間 + 90円 × 5時間) ÷ 10時間 = 100円

2 小麦20kgの費用価格はいくらになるか？

110円 × 6kg + 90円 × 4kg + 100円 × 6時間 = 1620円

3 小麦20kgの販売価格はいくらになるか？110円 × 20kg = 2200円

4 小麦20kgの粗利潤はいくらになるか？2200円 − 1620円 = 580円

5 小麦部門の利潤率はいくらになるか。580円 ÷ 1620円 × 100 ≒ 36%
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価格と利潤率

解答：[2]小麦110円、鉄90円のとき

1 鉄20kgの費用価格はいくらになるか？

110円 × 8kg + 90円 × 4kg + 100円 × 4時間 = 1640円

2 鉄20kgの販売価格はいくらになるか？90円 × 20kg = 1800円

3 鉄20kgの粗利潤はいくらになるか？1800円 − 1640円 = 160円

4 鉄部門の利潤率はいくらになるか。160円 ÷ 1640円 × 100 ≒ 10%

5 どちらの部門が有利か？
小麦生産部門
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